
みやぎ単元問題ライブラリー「算数チャレンジ大会２０１５」予選問題の解答・解説

１ 答え １，２，４，８

３２と２４の約数を求めて，共通なものを確認します。

●３２の約数⇒ １ ， ２ ， ４ ， ８ ， １６ ， ３２

●２４の約数⇒ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ６ ， ８ ，１２ ， ２４

別の解説１

３２の約数を求めて，その中から２４の約数であるものを確認します。

●３２の約数 １ ２ ４ ８ １６ ３２

●２４の約数かどうか ○ ○ ○ ○ × ×

別の解説２ ２ ）３２ ２４

●３２と２４の最大公約数は８ ２×２×２＝８ ２ ）１６ １２

●３２と２４の公約数は，最大公約数８の約数なので１，２，４，８ ２ ） ８ ６

４ ３

９
２ 答え ㎡

１０

１ｄＬでぬれる面積を□㎡

とし，問題場面を数直線を使

って表します。

使った量が
４
倍になれば，ぬれる面積も

４
倍になるので以下のような式になります。

３ ３

４ ６
【式】 □ ×

３
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÷
３

□ ＝
１０

別の解説

使った量を，分数から簡単な整数に置きかえて考えてみます。

２ dLで
６
㎡ぬれるペンキを１ dL使うと，何㎡ぬることができるか。

５

６
ぬった面積 ÷使った量(dL) ＝１ dL でぬれる面積 なので，式は

５
÷２となります。

４
よって，この問題の答えを求める式は，２の代わりに

３
を当てはめます。
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３ 答え ８皿

最初に『１皿に６個ずつのせると，９皿でき，２個，袋に残る』の場面を式に表し，袋の

中のすべてのあめの数を求めます。

６ × ９ ＋ ２ ＝ ５６ となり，あめの数は５６個になります。

１皿６個ずつ ９皿分 袋の中の残り 袋の中のすべてのあめの数

次に『このあめ（５６個）を１皿に７個ずつ，のせ直したときの皿の数』を求めます。

５６個を，１皿に７個ずつ分けるので，

５６ ÷ ７ ＝ ８ となります。

すべてのあめの数 １皿７個ずつ 皿の数

４ 答え ア，エ

展開図から立体を考えるときは，

・どの辺とどの辺が重なり合うのかな？

・1つの頂点に集まる正方形はどれかな？
のような見方で，立体を具体的にイメージしていくことが大切です。

ア～エはすべて立方体の展開図になります，その中で，向かい合う目の和が７になってい

るものを確認することになります。イは向かい合う面が「一の目」と「四の目」，「三の目」

と「六の目」となっていて，目の和が７になっていません。ウも向かい合う面が「二の目」

と「四の目」，「五の目」と「三の目」となっていて，目の和が７になっていません。

したがって，答えはアとエになります。

実際に展開図から立体をつくったり，立体を展開させてみたりすることが大切です。

ところで，立方体の展開図は全部で何種類つくることができるのでしょうか。裏返したり，

回転させたりして同じ形になるものは，同じ展開図と考えます。

例えば

とか とか とか・・・

ぜひ，調べてみてください。効率よく調べる方法があるかもしれませんよ。

５ 答え ７０°

問題の図を元に戻すと，下図のようになります。

ア

４０° ア

つまり，４０°＋ 角ア ＋ 角ア ＝ １８０° なので，

角ア ＝ ７０° です。



６ 答え ５人

○太郎さんの話から

ゼリーを選んだ人は２９人，プリンを選んだ人は１１人（４０－２９）と分かります。

○花子さんの話から

リンゴジュースを選んだ人は１４人，オレンジジュースを選んだ人は２６人（４０－１４）

と分かります。

選ぶ組み合わせは，全部で（ゼリー，リンゴジュース），（ゼリー，オレンジジュース），

（プリン，リンゴジュース），（プリン，オレンジジュース）の４通りになります

○二郎さんの話から

（プリン，リンゴジュース）を選んだのは６人で，プリンを選んだ人は１１人だから，

（プリン，オレンジジュース）を選んだのは，１１－６＝５人 となります。

表にまとめて考えてみましょう

リンゴジュース オレンジジュース 合計

ゼリー ①２９

プリン ③ ６ ④

合計 ②１４

太郎さんの話から①の欄は２９人，花子さんの話から②は１４人，二郎さんの話から③は

６人であることが分かります。全部で４０人であることを使って，残りの欄に数を当てはめ

ていけば，④の欄は５人であることが分かります。
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